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第
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回
見
田
宗
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理
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、
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７
全
体
理
論
の
必
要
（
承
前
）

、

夢
Ｄ
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｄ
ヨ

１
１
…
Ｉ
●
０
口
０
毎
℃
ロ
０
０
“
心
合
口
・
ロ
峠
Ｄ
Ｃ
△
負
伊
Ⅵ
ソ
ｗ
包
牢
》
ぬ
画
涙
馴
心
出
０
個
心
弓
穐
○
句
々
ぞ
。
〃
五
今
。
酢
○
咽
〃
、
や
坤
洞
Ｌ
琶
口
●
巳
ｖ
や
。
○
勺
○
発
画
江
ｂ
ｈ
０
ｌ
■
・
Ｏ
ｐ
Ｌ
『
一
ロ
ワ
ト
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
■
Ⅱ
１
．
１
１
‐
Ⅷ

章
は
、と

は
じ
ま
っ
て
い
る
。
一
九
五
○
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
論
と
し
て
あ

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
ま
ま
前
回
ふ
れ
た
リ
ー
ス
マ
ン
の
『
孤
独

な
群
衆
』
で
あ
り
、
ガ
ル
ブ
レ
ィ
ス
の
『
ゆ
た
か
な
社
会
』
で
も
あ

る
。「
北
」
の
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
Ⅱ
情
報
化
／
消
費
化
社
会
の
転
回
の
章

と
書
き
出
さ
れ
、
一
方
、
そ
の
「
限
界
問
題
」
に
つ
い
て
述
べ
る
第

二
章
は
、

見
田
の
『
現
代
社
会
の
理
論
』
が
行
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
述
べ

て
き
た
『
ゆ
た
か
な
社
会
』
と
『
沈
黙
の
春
』
以
来
の
二
つ
の
近
代
二

分
論
の
流
れ
を
は
じ
め
て
一
つ
に
「
統
合
」
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
現
れ
る
べ
き
「
問
い
」
に
、
は
じ
め
て
言
葉
を
与
え

た
。

彼
の
い
う
「
現
代
社
会
」
と
は
高
次
化
さ
れ
た
近
代
社
会
の
こ
と
で

あ
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
彼
の
現
代
社
会
読
も
ま
た
自
覚
さ
れ
た
近
代
二
分
論
の
枠
組
み

の
な
か
に
あ
る
。
一
読
す
れ
ば
そ
れ
が
一
五
年
遅
れ
て
現
れ
た
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
Ⅱ
第
二
近
代
の
論
だ
ど
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思

想
に
引
導
を
渡
す
最
後
の
ポ
ス
ト
近
代
（
モ
ダ
ン
）
論
な
の
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
の
も
つ
「
不
能
性
」
も
、
「
超
越
性
」
も
、
ポ

ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
に
ふ
れ
る
形
で
、
的
確
に
見
届
け
ら
れ
て
い
る
。
見
田

は
い
う
。

「
現
代
社
会
」
の
特
質
と
し
て
多
く
の
人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き

た
、
「
ゆ
た
か
な
」
社
会
、
消
費
化
社
会
、
管
理
化
社
会
、
脱
産
業

し
る
し

化
社
会
、
情
報
化
社
会
、
等
倉
と
い
う
徴
標
の
群
れ
が
、
人
間
の
歴

史
の
中
で
、
初
め
て
全
社
会
的
な
規
模
と
深
度
と
を
も
っ
て
実
現
さ

れ
た
よ
う
に
み
え
た
の
は
、
一
九
五
○
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

全
体
で
四
章
か
ら
な
る
う
ち
、
消
費
化
社
会
に
つ
い
て
述
べ
る
第
一
で
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
一
つ
に
は
、
そ
れ
が
人
間
に
と
っ
て
何
を
実
現

ポ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
自
身
は
、
肯
定
を
禁
止
し
つ
づ
け
る
言
説
、

Ｉ
具
体
的
な
何
か
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
言
説
の
超

越
性
を
危
機
に
さ
ら
す
と
い
う
こ
と
を
回
避
し
つ
づ
け
る
言
説
と
い

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
『
沈
黙
の
春
』
（
圏
の
貝
の
胃
旨
、
）

は
、
環
境
問
題
、
公
害
問
題
の
「
古
典
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
事

実
そ
れ
は
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
含
め
て
、
広
義
の
「
環

境
」
問
題
に
つ
い
て
、
世
界
的
に
広
く
読
ま
れ
、
広
範
な
影
響
を
も

っ
た
一
連
の
標
準
的
な
テ
キ
ス
ト
（
中
略
）
の
端
初
を
な
す
も
の
で

あ
っ
た
。
（
四
四
頁
）

グー、

二

頁
、一二
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し
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
見
田
は
「
冷
戦
の
勝
利
」
に
関
し
て
た
だ

、
、
、

一
つ
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
米
国
の
「
軍
事
力
の
優
位
に
よ
る
勝
利
で

は
な
か
っ
た
」
こ
と
だ
と
い
う
。
軍
事
力
で
は
米
ソ
両
陣
営
は
「
修
着

の
状
態
」
に
あ
っ
た
。
「
修
着
を
つ
き
崩
し
た
の
は
、
『
自
由
世
界
』

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
、
情
報
と
消
費
の
水
準
と
魅
力
性
」
、
ｌ
「
人
間
の
自
由
を
少
な

く
と
も
理
念
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
魅
力
性
」
で
あ
っ

た
。 は

セ
ッ
ク
ス
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
そ
の
ア
イ

ロ
ニ
ヵ
ル
な
言
説
は
、
役
割
を
果
た
す
。
言
説
は
部
分
的
機
能
に
富
む

か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
こ
は
、
本
文
中
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
（
ポ
ス

ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
）
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
る
唯
一
の
個
所
で
も
あ
る
。
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０
０
１
１
■
０
■
串
榊
晩
卸
訪
日
ワ
、
宮
●
■
■
Ⅱ
■
８
０
０
１
日
‘
し
Ｍ
Ｉ
ｑ
ｌ
Ⅱ
１
Ⅱ
■
Ｏ
ｌ
ｄ
、
●
Ⅱ
Ｂ
■
Ｄ
ｕ
Ｆ
ｅ
行
Ｆ
■
＆
■
．
ｐ
へ
耐
玲
，
。
，
口
け
い
伽
酔
色
唾
ワ
ヶ
ロ
乳
・
品
丑
巳
今
守
仏
仔
昌
ワ
伽
儒
心
弓
．
“
０
■
■
Ⅱ
■
■
Ｊ
■
ヤ
０
＋
凸
、
匡
ロ
ケ
”
心
０
Ｅ
■
■
■
Ｌ
ｌ
Ｉ
。
■
４
？
■
・
■

‐
１
日
Ｃ
ｌ
可

■
〃
凪
■
孝
融

Ｉ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
日
日
■
守

１
１
‐
Ｉ

ソ
連
の
体
制
は
、
米
国
の
世
界
戦
略
に
敗
北
し
た
の
で
も
、
自
由
主

義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
敗
れ
た
の
で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
戦
略

や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
極
に
あ
る
も
の
、
そ
し
て
ま
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

ふ
う
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
か
ら
も
遠
い
も
の
、
ピ
ー
ト
ル
ズ
の
音
楽
が
象
徴

す
る
何
か
、
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
と
、
そ
の
自
由
の
も
つ
幸
福
感
に
敗

れ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
自
由
」
と
「
幸
福
」
の
追
求
の
基
盤
こ
そ
が
、

「
ゆ
た
か
な
社
会
」
の
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

で
は
な
ぜ
マ
ル
ク
ス
が
搾
取
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
述
べ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
資
本
主
義
は
、
人
に
幸
福
を
与
え
う
る
の
か
。
見
田
は
マ

、
、

ル
ク
ス
の
論
理
を
、
次
の
よ
う
に
反
転
し
て
い
る
。

８
．
⑪
個
込
星
夢
個
』
Ｒ
ｂ
ｐ
Ｌ
ｐ
乱
ｒ
ｒ
ｎ
言
ｐ
ｒ
肯
鴎
曽
撫
ｈ
匡
即
ｐ
Ｍ
岡
戸
囲
凶
間
隈
叶
脚
、
咋
画
ｒ
ｐ
脚
ｂ
ｂ
陣
門
ｋ
牌
巴
ｒ
ｈ
ｒ
Ｌ
ｐ
Ｌ
コ
ー
寸
日
匂
引
引
ｊ
め
閉
園
民
屋
同
唖
晒
贋
呪
背
津
・
Ｐ
世
ｈ
ｌ
卜
Ｌ

Ｐ
ｒ
‐
Ｉ
‐
１
１
１
』

見
田
に
よ
れ
ば
、
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
が
他
者
と
関
係
を
も
つ
こ
と
に

関
し
「
不
能
」
な
の
は
、
そ
の
書
く
も
の
が
「
肯
定
を
禁
止
し
つ
づ
け

る
言
説
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
何
か
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
己
の
言
説
の
超
越
性
を
危
機
に
さ
ら
す
と
い
う
こ
と
を
回
避
し

つ
づ
け
る
」
典
型
的
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
（
自
ら
を
仮
面
の
裏
に
隠
す
）
的

な
言
説
な
の
だ
。
他
者
と
関
係
を
も
っ
と
は
、
自
己
の
相
手
に
対
す
る

関
係
的
な
超
越
性
を
危
機
に
瀕
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
小
林
秀
雄
が
か

つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
女
と
同
棲
す
る
と
人
は
日
々
欲
望
を
喚
起
さ
れ

る
が
、
す
げ
な
く
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
で
自
分
が
単
な
る
男
に
す
ぎ
な
い

こ
と
を
思
い
知
る
（
「
Ｘ
へ
の
手
紙
」
）
。
ク
ー
ル
な
ま
ま
で
人
は
他
者
と

ピ
ー
ト
ル
ズ
も
デ
ィ
ラ
ン
も
サ
ン
タ
ナ
も
、
あ
の
輝
き
と
歓
喜
に

充
ち
た
七
○
年
代
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
日
々
も
、
こ
の
現
代
の
情
報
消
費

社
会
の
水
準
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
情
報
と
消
費
の
シ
ス
テ
ム
自
体

へ
の
あ
ら
ゆ
る
批
判
と
反
発
を
許
容
し
さ
え
す
る
「
豊
か
な
社
会
」

と
、
そ
の
自
由
と
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
（
一
二
三
頁
）

ぅ
、
｜
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
一
つ
の
流
儀
の
典
型
的
な
著
作
者

だ
か
ら
、
生
産
主
義
的
な
諸
理
論
を
批
判
す
る
時
も
、
「
消
饗
社
会
」

自
体
に
対
す
る
シ
ニ
カ
ル
な
距
離
の
姿
勢
を
く
ず
し
て
い
な
い
が
、

バ
タ
ィ
ュ
の
消
費
社
会
論
を
ふ
ま
え
た
ボ
ー
ド
リ
ャ
ー
ル
が
、
現
代

の
消
饗
社
会
に
対
す
る
基
本
的
に
肯
定
的
な
言
説
た
ち
の
開
花
に
道

を
開
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
一
一
一
六
頁
）

日

■

召

巴

閥

Ｐ

Ｕ

”

ず

夕

顧

？

汀



「
家
畜
が
餌
を
食
う
こ
と
は
家
畜
自
身
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
れ
が
資
本
の
再
生
産
過
程
の
一
環
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
」
。
『
資
本
論
』
の
マ
ル
ク
ス
は
こ
う
記
し
て
い
る
。
こ
こ

、
、

で
マ
ル
ク
ス
は
、
大
衆
の
消
費
の
過
程
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
け
れ
ど
も
、
と

、
、

の
命
題
は
、
同
じ
資
格
で
、
反
転
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま

り
家
畜
が
餌
を
食
み
、
生
殖
欲
求
を
み
た
す
と
い
う
こ
と
は
、
牧
畜

業
者
の
資
本
の
循
環
の
一
環
を
な
す
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
家
畜

の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
、
と
。
あ
る
い
は
〈
大

衆
が
消
費
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
資
本
の
増
殖
過
程
の
一
環
を
な
す

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
大
衆
自
身
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
〉
と
。
（
三
六
～
三
七
頁
）
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１
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・
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０
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■
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■
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■
・
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ワ
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■
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０
１
■
‐
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ｒ
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‐
■
Ⅱ
日
日
日
。
Ｐ
ロ
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・
も
り
■
■
ｒ
Ｂ
・
■
■
宮
■
９
日
Ⅱ
■
・
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ｐ
ｂ
■
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日
日
ｒ
宮
■
日
喜
Ｂ
ｐ
０
ｌ
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０
一
日
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■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
言
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グ
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ｆ
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画
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８
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日
日
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■
Ｕ
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■
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■
■
■
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０
■
□
■
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●
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●
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日
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■
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日
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日
Ｊ
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０
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０
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１
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ｐ
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１
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Ｉ
■
日
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０
日
５
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１
．
０
日
日
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Ｄ

●
毎

セ

■
■
■
■
■
■
０
ｇ
日
日
■
一
荊
一
浦
＆
■
一
日
ロ
ー
ｕ
６
６
７
０
口
、
己
で
０
分
リ
ム
Ｉ
宇
汐
幻
訓
旧
川
咽
旧
氾
Ⅲ
坤
低
岨
肥
Ｌ
に
朽
歩
心
噛
心
勺
嗣
肥
賑
Ｉ
ｒ
Ｂ
１
１
０
０
８
Ⅱ
〃
。
ｎ
口
ｑ
ｌ
田
口
Ⅱ
咽
喝
４
口
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
Ｈ
『
勺
守
口
や
。
砂
“
骨
『
凸
『
ｊ
ｒ
”
且
軍
□
ひ
分
皆
ｐ
ｌ
ｒ
Ｉ
ｄ
日
日
Ｕ
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
Ｉ
■
■
■
■
■
Ｏ
０
Ｇ
ｑ
ｄ
廿
Ｐ

一両日

近
代
と
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
「
悪
」
を
も

た
ら
し
て
き
た
か
と
見
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
答
え
が
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
盗
本
主
義
は
労
働
者
を
搾
取
す
る
こ
と
で
運
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
貧
富
の
差
を
拡
大
し
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
同
時
に

ど
の
よ
う
な
「
善
」
を
実
現
し
て
き
た
か
と
見
て
も
、
や
は
り
そ
れ
な

り
の
答
え
を
え
ら
れ
る
。
資
本
主
義
は
人
だ
が
広
範
に
「
貧
困
」
の
緋

か
ら
解
放
さ
れ
る
、
は
じ
め
て
の
可
能
性
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

外
か
ら
見
れ
ば
、
人
倉
は
消
費
を
通
じ
て
も
搾
取
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
人
煮
か
ら
見
れ
ば
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
「
よ
ろ
こ
び
」

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
・
見
田
は
、
そ
の
二
重
性
に
立
ち
ど
ま

Ｇ
Ｍ
は
、
い
わ
ば
情
報
を
製
品
に
組
み
込
み
、
消
費
者
の
購
買
意
欲

を
掻
き
立
て
る
こ
と
で
フ
ォ
ー
ド
を
打
ち
負
か
す
の
だ
が
、
こ
れ
は
別

に
い
え
ば
、
フ
ォ
ー
ド
が
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
需
要
（
消
費
）
の

限
界
を
、
い
わ
ば
広
告
宣
伝
戦
略
を
導
入
し
、
消
費
を
自
ら
創
出
す
る

こ
と
で
乗
り
越
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

産
業
資
本
が
生
産
力
を
増
し
、
社
会
か
ら
の
供
給
（
生
産
）
の
要
求

を
満
た
す
段
階
に
達
す
る
と
、
次
に
需
要
（
消
費
）
の
壁
が
や
っ
て
き

て
、
そ
れ
以
上
は
売
れ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
消
費
と
は
生
産
に
と
っ
て

最
初
に
現
れ
る
限
界
で
あ
り
、
外
部
な
の
で
あ
る
。
こ
の
限
界
を
超
え

る
に
は
ど
う
す
る
か
。
生
産
主
体
が
、
今
度
は
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く
、

需
要
（
消
費
）
を
も
作
り
出
せ
ば
よ
い
。
い
ち
早
く
こ
の
方
向
に
舵
を

、
、
、
、
１
、
、
、
Ⅲ
、
、

切
り
、
「
デ
ザ
イ
ン
と
広
告
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
柱
と
す
る
」
販
売
で
消

費
者
の
欲
望
を
喚
起
し
、
デ
ザ
イ
ン
で
差
別
化
を
は
か
っ
た
Ｇ
Ｍ
は
、

性
能
は
よ
い
が
画
一
的
な
フ
ォ
ー
ド
を
あ
っ
と
い
う
間
に
抜
き
去
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

見
田
に
よ
れ
ば
、
「
情
報
に
よ
る
消
費
の
創
出
を
常
態
と
す
る
時
代
」

は
こ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
見
田
の
指
摘
は
、
ポ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
消
費
社

会
論
と
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
彼
は
内
田
隆
三
の

一
九
八
七
年
の
著
作
『
消
費
社
会
と
権
力
』
、
デ
イ
ヴ
イ
ッ
ド
・
リ
ー

ス
マ
ン
の
一
九
五
六
年
の
論
文
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
動
車
」
（
エ

リ
ッ
ク
・
ラ
ー
ラ
ピ
ー
と
の
共
同
執
筆
、
『
何
の
た
め
の
豊
か
さ
』
所
収
）
か

ら
引
き
取
る
形
で
取
り
あ
げ
て
お
り
、
内
田
、
リ
ー
ス
マ
ン
が
指
摘
し

て
い
る
の
も
、
こ
こ
に
「
生
産
か
ら
消
費
へ
」
の
離
陸
が
見
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
見
田
は
、
先
行
者
た
ち
が
お
し
な
べ
て

「
生
産
か
ら
消
費
へ
」
の
変
化
の
指
標
と
し
て
扱
う
も
の
を
、
そ
う
で

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

シ
ハ
ノ
Ｃあ

る
と
同
時
に
こ
れ
は
、
「
（
富
の
）
生
産
か
ら
消
費
（
の
生
産
）
へ
」

と
い
う
生
産
の
無
限
進
行
の
限
界
突
破
で
も
あ
る
と
、
意
味
的
に
再
転

回
Ⅱ
反
転
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
消
費
の
創
出
戦
略
に
よ
っ
て
産
業
資
本
は
、
自
分
で
供
給
（
生

産
）
と
需
要
（
消
費
）
の
双
方
を
創
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
た
し
か
に

「
生
産
か
ら
消
費
へ
」
と
軸
足
を
変
え
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

実
の
と
こ
ろ
産
業
生
産
上
の
無
限
進
行
に
向
け
た
オ
ー
ル
マ
イ
テ
イ
を

手
に
し
て
い
る
。
い
わ
ば
無
限
に
進
展
し
て
ゆ
け
る
生
産
空
間
の
獲

得
。
見
田
は
こ
れ
を
自
己
準
拠
系
と
呼
ぶ
が
、
産
業
資
本
は
以
後
、
自

分
で
自
分
に
必
要
な
も
の
を
用
立
て
て
（
こ
の
場
合
消
饗
）
自
分
だ
け

で
や
っ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
自
立
的
シ
ス
テ
ム
Ⅱ
自
己
準
拠
系
を
確

立
す
る
。
も
う
一
つ
長
い
視
野
か
ら
見
れ
ば
、
古
典
時
代
の
産
業
シ
ス

テ
ム
は
、
こ
う
し
て
需
要
（
消
費
）
を
も
自
ら
〃
生
産
″
す
る
こ
と
で

第
一
の
有
限
性
の
壁
を
超
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
の
意
味
は
何
か
。
「
生
産
か
ら
消
費
へ
」
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
見
田
は
い
う
。

Ｉ

彼
が
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
Ⅱ
情
報
化
／
消
費
化
社
会
に
ふ
れ
て
明
ら

か
に
す
る
も
う
一
つ
の
点
は
、
そ
れ
が
「
生
産
か
ら
消
挫
へ
」
と
軸
足

を
転
換
し
た
社
会
に
見
え
て
実
は
生
産
の
限
界
突
破
の
姿
に
ほ
か
な
ら

●
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
の
論
と
ポ
ー
ド
リ
ャ

ー
ル
の
消
致
社
会
論
と
を
、
消
毅
が
産
業
社
会
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

と
し
て
登
場
す
る
最
初
の
場
面
、
つ
ま
り
七
○
年
前
後
で
も
一
九
五
○

年
代
末
で
も
な
く
、
一
九
二
○
年
代
の
ア
メ
リ
カ
ま
で
遡
っ
て
検
討
し

直
す
。そ
こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
二
○
年
代
の
フ
ォ
ー
ド
と
Ｇ
Ｍ
の

販
売
戦
略
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
二
○
年
代
の
米
国
の
自
動
車
製
造
業

界
で
は
当
初
、
先
行
す
る
フ
ォ
ー
ド
が
そ
の
生
産
面
、
性
能
面
、
価
格

面
で
断
然
、
後
発
の
Ｇ
Ｍ
を
引
き
離
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
製
品

「
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
」
が
低
価
格
化
に
成
功
し
、
多
く
の
消
蛮
者
の
手
に

ゆ
き
わ
た
る
と
、
今
度
は
消
費
者
が
な
か
な
か
大
量
生
産
方
式
の
画
一

化
さ
れ
た
車
に
手
を
出
さ
な
く
な
る
。
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
の
成
功
が
「
Ｔ

型
フ
ォ
ー
ド
で
は
も
は
や
満
足
の
い
か
な
い
よ
う
な
豊
か
な
市
場
を
つ

く
り
出
し
て
し
ま
」
い
、
自
動
車
は
「
つ
く
る
こ
と
よ
り
も
売
る
こ
と

の
方
が
む
ず
か
し
い
商
品
」
に
な
る
。
そ
し
て
や
が
て
後
発
の
Ｇ
Ｍ
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
デ
ザ
イ
ン
と
広
告
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
柱
と
す
る
」
新
し
い
タ
イ
。
フ
の

販
売
／
生
産
戦
略
を
導
入
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
車
を
供
給
す

る
と
、
フ
ォ
ー
ド
を
駆
逐
し
、
「
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
」
は
売
れ
な
く
な
り
、

生
産
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
の
「
生
産
の
シ
ス
テ
ム
の
内
部
」
に

お
こ
っ
た
「
現
代
的
転
回
」
の
年
が
、
一
九
二
七
年
で
あ
っ
た
と
い
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、
、
、

古
典
漂
藻
制
シ
ス
テ
ム
の
矛
盾
ｌ
需
要
の
有
限
性
と
供
給

能
力
の
無
限
拡
大
す
る
運
動
と
の
間
の
矛
盾
、
こ
れ
が
「
恐
慌
」
と

い
う
形
で
顕
在
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
資
本
主
義
の
矛
盾
」
の

典
型
的
な
証
明
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
ｌ
こ
の
基
本
矛
盾
を
、
資

、
、
、
、

本
の
シ
ス
テ
ム
自
体
に
よ
る
需
要
の
無
限
の
自
己
創
出
と
い
う
仕
方

で
解
決
し
、
の
り
こ
え
て
し
ま
う
形
式
が
、
〈
情
報
化
／
消
費
化
社

会
〉
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
（
『
現
代
社
会
の
理
論
』
三
○
頁
、
先
の

二
個
所
の
傍
点
は
引
用
者
）



し
た
が
っ
て
、

〈
情
報
化
／
消
費
化
社
会
〉
は
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
純

、
、
、

粋
な
資
本
主
義
」
か
ら
の
逸
脱
と
か
変
容
で
は
な
く
、
〈
情
報
化
／

、
、
砥
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｈ
、
、
、
、
、
、

消
費
化
社
会
〉
こ
そ
が
初
め
て
の
純
粋
な
資
本
主
義
で
あ
る
。
（
同

前
、
三
一
頁
）

23〃

し
て
生
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
を
投
げ
込
む
。
そ
れ
が
、
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
論
者
と
「
成
長
の
限
界
」
論
者
の
双
方
が
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な

の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
が
触
媒
に
な
っ
て
、
彼
の
論
の
な
か
で
二
つ
は

「
噛
み
合
わ
せ
ら
れ
」
、
た
が
い
に
ふ
れ
、
衝
突
し
、
化
学
反
応
を
起
こ

す
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
一
一
つ
の
近
代
一
一
分

論
の
没
交
渉
の
壁
が
ベ
ル
リ
ン
の
壁
よ
ろ
し
く
壊
さ
れ
て
い
る
。
す
る

と
、
こ
こ
に
も
う
少
し
具
体
的
な
、
一
つ
の
問
い
が
浮
か
ん
で
く
る
。

す
な
わ
ち
覇

可
能
な
の
か
と
い
え
ば
、
彼
は
問
題
を
ゼ
ロ
地
点
ま
で
立
ち
返
ら
せ
て

考
え
て
い
る
。
私
た
ち
は
社
会
が
人
を
ど
の
よ
う
に
動
か
し
て
い
る
の

か
と
、
メ
タ
レ
ベ
ル
に
立
っ
て
鳥
臓
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
展

望
は
、
見
下
ろ
さ
れ
て
い
る
者
の
体
感
に
よ
っ
て
検
算
さ
れ
な
け
れ

ば
、
人
を
動
か
す
も
の
に
な
ら
な
い
。
見
田
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
デ
イ
ラ

ン
、
サ
ン
タ
ナ
の
名
を
あ
げ
、
「
自
由
」
と
「
幸
福
」
の
魅
力
性
（
と

そ
こ
に
顔
を
見
せ
て
い
る
未
来
に
向
け
て
の
原
的
な
可
能
性
）
が
ソ
連

を
崩
壊
さ
せ
た
と
い
う
が
、
そ
う
指
摘
さ
せ
て
い
る
の
は
視
点
の
転
換

と
い
う
よ
り
は
、
人
間
観
、
近
代
観
の
違
い
で
あ
る
。

彼
は
こ
の
社
会
論
の
た
だ
な
か
に
、
人
は
何
の
た
め
に
、
何
を
め
ざ

情
報
を
禁
圧
す
る
よ
う
な
社
会
、
消
費
を
禁
圧
す
る
よ
う
な
社
会

に
、
わ
れ
わ
れ
は
魅
力
を
感
じ
な
い
。
〈
自
由
〉
を
そ
の
根
本
の
理

念
と
し
な
い
よ
う
な
社
会
に
、
わ
れ
わ
れ
は
魅
力
を
感
じ
な
い
。
け

れ
ど
も
そ
れ
な
ら
ば
、
情
報
化
／
消
費
化
社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
原
理

か
ら
し
て
不
可
避
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
こ
れ
ら
の
不
幸
と
限

界
（
環
境
の
限
界
／
資
源
の
限
界
ｏ
南
の
貧
困
／
北
の
貧
困
）
を
、

に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
生
産
」
は
「
消
喪
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る

ど
こ
ろ
か
「
消
費
」
を
呑
み
込
ん
で
自
分
を
よ
り
太
ら
せ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
第
二
の
近
代
（
消
費
）
は
実
は
第
一
の
近
代
（
生
産
）
の
貫

明
示
化
こ
そ
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
見
田
は
、
消
費
化
社

会
の
到
来
の
意
味
は
、
「
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
」
ｌ
つ
ま
り
リ

ー
ス
マ
ン
か
ら
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
に
い
た
る
ま
で
の
論
者
が
お
し
な
べ

て
誤
解
し
て
き
た
よ
う
に
ｌ
、
「
生
産
」
中
心
の
産
業
シ
ス
テ
ム
か

ら
「
消
饗
」
中
心
の
産
業
シ
ス
テ
ム
ヘ
と
い
う
「
純
粋
な
資
本
主
義
」

か
ら
の
「
逸
脱
と
か
変
容
」
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
。
そ

れ
は
む
し
ろ
「
生
産
」
を
よ
り
貫
徹
さ
せ
る
た
め
の
第
一
の
限
界
（
消

費
と
い
う
限
界
）
の
乗
り
越
え
な
の
だ
。
リ
オ
タ
ー
ル
の
い
う
よ
う
に

消
費
社
会
は
資
本
主
義
の
「
貧
困
か
ら
の
解
放
」
と
い
う
「
大
き
な
物

語
」
か
ら
の
逸
脱
だ
と
い
う
よ
り
、
そ
の
貫
徹
な
の
で
あ
り
、
そ
う
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
に
「
解
放
」
が
ピ
ー
ト
ル
ズ
や
デ
ィ
ラ
ン
の
音
楽

ｌ
幸
福
感
の
創
出
ｌ
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

ー
、

論
に
い
う
埼
住
怪
か
ら
消
費
へ
」
と
は
、
厳
密
に
い
え
ば
「
富
の
生
産

か
ら
消
費
の
生
産
へ
」
と
い
う
産
業
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
軸
足
の
移
動

Ｌ
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こ
の
本
に
は
そ
れ
に
類
す
る
こ
と
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
だ

が
、
と
の
本
を
書
く
ま
で
に
見
田
の
考
え
た
こ
と
が
、
前
章
で
私
が
述

べ
て
き
た
よ
う
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
疑
い
な
さ
そ

う
に
思
え
る
。
ど
こ
ま
で
自
ら
意
識
し
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、

そ
の
思
考
は
明
ら
か
に
そ
れ
だ
け
の
射
程
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
冒
頭

近
く
、
．
「
は
じ
め
に
』
に
、
彼
は
述
べ
て
い
る
。

現
代
の
社
会
の
理
論
は
、
こ
の
現
代
の
情
報
化
／
消
喪
化
社
会

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
、
光
の
巨
大
と
闇
の
巨
大
を
、
と
も
に
見
は
る
か
す
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

情
報
化
／
消
費
化
社
会
の
「
光
の
巨
大
」
に
目
を
奪
わ
れ
る
「
現

代
社
会
」
の
華
麗
な
諸
理
論
は
、
環
境
、
公
害
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
南
北
の
飢
餓
や
貧
困
の
巨
大
な
実
在
と
、
そ
れ
が
と
の
情
報
化

／
消
費
化
社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
原
理
そ
れ
自
体
が
そ
の
「
臨
界
」
に

生
成
す
る
問
題
系
で
あ
る
こ
と
を
正
面
か
ら
見
よ
う
と
し
な
い
。
反

対
に
、
現
代
世
界
の
「
闇
の
巨
大
」
を
告
発
す
る
多
く
の
理
論
は
、

こ
の
現
代
の
情
報
化
／
消
費
化
社
会
の
、
人
間
の
社
会
の
歴
史
の
中

で
の
相
対
的
な
優
位
と
魅
力
と
、
そ
の
未
来
に
開
か
れ
て
あ
る
原
的

な
可
能
性
と
を
見
よ
う
と
し
な
い
。

現
代
社
会
の
全
体
理
論
は
、
こ
の
情
報
化
／
消
費
化
社
会
の
シ
ス

テ
ム
の
基
本
的
な
構
造
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
、
矛
盾
と
そ
の
克
服
の

、
、
、
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、
、
、
、
、

基
本
的
な
方
向
を
、
一
貫
し
た
統
合
的
な
理
塾
叩
の
展
開
と
し
て
、
太

私
の
答
え
を
い
え
ば
、
開
放
系
の
近
代
二
分
論
の
論
理
の
歯
車
を
、

は
じ
め
て
そ
の
遠
く
離
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
・
ハ
ー
ト
、
閉
塞
系
の
近
代
二

分
論
の
論
理
の
歯
車
に
噛
み
あ
わ
せ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
が

徹
さ
れ
た
完
成
形
で
あ
る
。
こ
れ
が
見
田
の
消
費
化
社
会
論
の
骨
格
な

の
で
あ
る
。

す
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

「
消
費
社
会
」
の
本
源
は
、
「
無
限
の
進
展
空
間
」
を
手
に
入
れ
た

「
生
産
社
会
」
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
洗
練
さ
れ
た
外
観
を
も
ち
、

内
部
を
ど
こ
も
か
し
こ
も
繊
細
な
皮
膚
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
は
、
こ
の
柔
ら
か
な
皮
膚
に
包
ま
れ
た
実
体
が
同
時
に
自
ら

の
外
部
を
繰
り
込
ん
で
無
限
に
膨
ら
ん
で
い
く
樺
猛
さ
を
持
ち
続
け
て

い
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
そ
の
果
て
で
外
部

的
な
限
界
に
ぶ
つ
か
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ゆ
た
か
な
社
会
」
、
ま
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
の
「
生
産
か
ら
消
費

へ
」
の
論
が
、
油
じ
み
て
リ
ア
ル
な
産
業
近
代
か
ら
洗
練
さ
れ
て
ヴ
ァ

ー
チ
ャ
ル
な
産
業
近
代
へ
の
転
換
と
い
う
様
相
で
語
ら
れ
、
内
部
の
変

容
に
目
を
向
け
さ
せ
、
そ
の
膨
張
性
か
ら
目
を
そ
ら
さ
せ
る
働
き
を
も

つ
の
に
対
し
、
見
田
は
、
そ
の
見
方
は
浅
い
把
握
に
す
ぎ
ず
、
よ
く
見

れ
ば
こ
こ
に
は
生
産
原
理
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て

そ
れ
ゆ
え
地
球
の
有
限
性
と
い
う
外
部
的
限
界
と
の
衝
突
が
不
可
避
と

な
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
ポ
ス
ト
近
代
（
モ
ダ
ン
）
、
つ
ま
り
現
代
社

会
が
消
費
社
会
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
そ
の
外
部
を
も
つ
と
と
、
そ
こ

ま
で
を
視
野
に
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
、
こ
の
新
し
い
社
会
の
全
貌
は
捉

え
ら
れ
な
い
と
い
う
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

見
田
は
、
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

ど
の
よ
う
な
仕
方
で
の
り
こ
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
（
一

一
一
一
一
一
～
一
一
一
四
頁
）
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見
田
の
『
現
代
社
会
の
理
論
』
は
、
第
二
章
で
「
成
長
の
限
界
」
の

論
理
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と

は
、
そ
の
「
地
球
の
有
限
性
」
の
考
察
が
、
ど
う
「
自
由
」
を
理
念
と

す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
「
魅
力
性
」
を
損
な
わ
ず
に
そ
こ
に
あ
る
「
矛

盾
と
そ
の
克
服
の
基
本
的
な
方
向
」
を
見
定
め
ら
れ
る
か
と
い
う
、

「
成
長
の
限
界
」
の
論
理
と
は
明
瞭
に
異
な
る
姿
勢
に
貫
か
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

「
成
長
の
限
界
」
の
論
理
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
遅

か
れ
早
か
れ
、
地
球
は
限
界
に
達
す
る
、
わ
れ
わ
れ
は
一
刻
も
早
く
そ

の
対
策
に
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
形

を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
言
で
い
っ
て
禁
欲
的
、
機
能
主
義
的
な
リ
ー

ア
ル
（
直
線
的
）
な
論
理
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
と
の
論
理
の
根
斡

畑
口
■
向
ｑ
ｄ
０
６
四
国
ａ
Ｉ
ｑ
１
宛
ｊ
１
Ｊ
制
Ｎ
Ｉ
Ｉ
１
列
■
１
‐
０
‐
１
１
１
Ｊ 『

ゆ
た
か
な
社
会
』
に
は
じ
ま
る
新
産
業
社
会
論
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思

想
と
『
沈
黙
の
春
』
に
は
じ
ま
る
「
成
長
の
限
界
」
の
論
理
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ァ
リ
ズ
ム
の
論
調
が
た
が
い
に
没
交
渉
の
ま
ま
に
論
理
を
発
展

さ
せ
、
す
れ
違
い
を
続
け
て
き
た
こ
と
の
意
味
が
、
こ
こ
に
は
「
光
の

巨
大
」
の
論
理
と
「
闇
の
巨
大
」
の
論
理
の
す
れ
ち
が
い
と
し
て
取
り

出
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
『
ゆ
た
か
な
社
会
』
に
お
け
る
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
指
摘
は
、
ポ

ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
消
費
社
会
論
に
批
判
的
に
ひ
き
つ
が
れ
、
精
級
化
さ

れ
、
変
容
を
と
げ
た
あ
と
、
と
だ
え
て
し
ま
う
の
か
。
ま
た
な
ぜ
『
沈

黙
の
春
』
に
お
け
る
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
警
告
は
、
『
成
長
の

限
界
』
と
な
っ
て
世
に
広
ま
り
、
世
界
の
「
心
あ
る
」
一
部
の
人
々
に

強
く
働
き
か
け
る
の
に
、
結
局
彼
ら
を
孤
立
さ
せ
て
し
ま
う
の
か
。

そ
れ
は
、
彼
ら
の
理
論
が
、
一
方
の
問
題
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
て
、

そ
の
対
極
に
あ
る
も
の
を
視
野
に
と
ら
え
き
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
対
極
に
あ
る
も
の
と
、
向
き
あ
う
だ
け
の
勇
気

を
も
て
な
い
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
『
成
長
の
限
界
』
の

論
理
は
、
社
会
学
的
に
い
う
と
、
内
田
い
う
と
こ
ろ
の
一
九
一
一
○
年
代

の
「
フ
ォ
ー
ド
の
機
能
主
義
」
と
変
わ
ら
な
い
「
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
的
な
実

用
主
義
の
精
神
」
と
「
禁
欲
主
義
」
、
つ
ま
り
「
『
消
費
社
会
』
の
一
歩

手
前
の
と
こ
ろ
」
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
と
な
る
（
『
消
費
社
会
と
権
力
』
）
。

一
方
、
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
消
費
社
会
論
は
、
地
球
の
有
限
性
に
対
し

て
は
脳
天
気
な
ま
で
に
楽
天
的
な
、
シ
ニ
カ
ル
か
つ
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な

が
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ス
テ
ム
分
析
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
る
。
『
成
長
の
限
界
』
は
、
七
二
年
に
最
初
の
版
が
刊
行

さ
れ
て
以
来
、
九
二
年
に
第
二
版
『
限
界
を
超
え
て
ｌ
生
き
る
た
め
の

選
択
』
が
、
一
一
○
○
四
年
に
第
三
版
『
成
長
の
限
界
人
類
の
選
択
』

が
出
て
い
て
、
そ
の
時
点
で
の
現
状
評
価
と
将
来
再
予
測
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
考
え
に
従
い
、
第
一
一
版
以
降
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
現
在

の
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
成
長
か
ら
、
小
消
賀
・
小
廃
棄
の
「
持
続

可
能
な
成
長
」
へ
の
転
進
、
変
革
が
よ
り
具
体
的
に
提
言
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、
改
変
の
基
本
は
同
様
の
分
析
に
基
づ
く
ア
プ
デ
ー
ト
版
の

ま
ま
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
近
年
、
そ
の
四
○
年
前
以
来
の
予
測
は
外
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
指
摘
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
な
さ
れ

て
い
る
（
た
と
え
ば
『
フ
オ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
二
○
一
一
一
年

七
月
・
八
月
号
の
ビ
ョ
ル
ン
・
ロ
ン
ボ
ル
グ
「
環
境
心
配
性
の
今
昔

ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
の
問
題
と
今
日
の
課
題
」
（
負
目
爵
。
目
ｇ
邑
匡
日
日
，

勝
ョ
》
息
８
画
ａ
ｚ
ｏ
急
ご
）
な
ど
）
。
『
成
長
の
限
界
』
は
第
二
版
で
す
で

に
第
一
版
で
予
測
し
た
「
限
界
」
の
い
く
つ
か
は
「
超
え
ら
れ
て
し
ま

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
で
の
対
立
は
明
瞭
で
あ
る
。

『
成
長
の
限
界
』
の
判
断
は
こ
う
で
あ
る
。
七
一
年
の
分
析
で
は
資

源
、
環
境
の
限
界
の
到
来
を
「
数
十
年
後
」
と
見
て
い
た
が
、
九
一
年

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
モ
デ
ル
を
も
う
一
度
走
ら
せ
、
デ
ー
タ
を
検
討
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
技
術
改
良
、
環
境
対
策
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
多
く
の
資
源
や
汚
染
の
フ
ロ
ー
が
す
で
に
持
続
可
能
性

の
限
界
を
超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
。

い
線
で
把
握
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
（
「
は
じ
め

に
」
蘭
頁
、
傍
点
引
用
者
）

、
、
、
、
、
、
、

ｄ
、
い
吐
飛
〆
！
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．
’
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０
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０
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ｒ
Ｊ
ｒ
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Ｆ
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ｐ
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＠
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Ｆ
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Ｂ
Ｃ
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Ｏ
Ｑ
Ｉ
伽
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■
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０
■
０
１
■

８
持
続
的
成
長
と
「
矛
盾
」

こ
れ
に
対
し
、
批
判
は
、
『
成
長
の
限
界
』
の
想
定
し
た
姿
源
、
環

境
、
人
口
、
食
糧
、
工
業
力
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
が
、
そ
の
後
の
さ
ま

ざ
ま
な
営
為
に
よ
っ
て
大
き
く
動
き
、
も
は
や
そ
の
意
味
を
変
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
幾
多
の
具
体
的
な
例
を
も
っ
て
こ
の
判
定
に
疑

問
を
つ
き
つ
け
る
。
た
と
え
ば
新
し
い
地
下
賛
源
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
掘
削
技
術
が
開
発
さ
れ
て
化
石
賓
源
の
可
採
埋
蔵
量
は
逆

に
ふ
え
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
、
（
革
命
的
と
ま
で
は
い
え
な

い
に
せ
よ
）
新
た
に
画
期
的
な
技
術
革
新
が
数
多
く
実
を
結
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
、
環
境
汚
染
や
エ
業
生
産
に
よ
る
廃
棄
物
の
増
大
も
そ
れ

ほ
ど
は
進
ん
で
い
な
い
、
等
々
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
批
判
も
、
よ
く

読
ん
で
み
れ
ば
ほ
と
ん
ど
『
成
長
の
限
界
』
と
そ
の
論
理
と
見
通
し
を

共
有
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
化
石
賓
源
は
な
く
な
り
、
環
境
は

負
荷
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
『
成
長
の
限
界
』
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
論
理
的
な
前
提
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
ま

ま
追
認
さ
れ
て
す
ら
い
る
。
反
論
の
中
身
は
、
そ
の
「
限
界
」
ま
で
の

猶
予
が
こ
れ
こ
れ
の
理
由
か
ら
一
○
○
年
か
ら
一
一
一
○
○
年
、
伸
び
る
と

言
説
に
安
住
し
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
本
の
原
因
は
そ
の
先
に
あ
る
。
人
は
な
ぜ
、
生
き
る
の

か
、
と
い
う
「
問
い
」
を
欠
か
し
て
い
る
と
い
う
の
が
そ
の
答
え
だ
。

そ
の
た
め
、
彼
ら
の
理
論
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
本
当
な
ら
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
は
ず
の
そ
れ
に
続
く
「
問
い
」
を
、
生
ま
な
い
。
自
説
に
自

足
す
る
。
こ
の
長
年
の
不
毛
は
、
こ
こ
に
横
た
わ
る
問
題
を
一
つ
の
問

い
に
結
晶
さ
せ
る
に
は
、
最
初
に
あ
る
基
本
的
な
問
い
、
人
は
何
の
た

め
に
生
き
る
の
か
と
い
う
誰
の
も
の
で
も
な
い
ｌ
そ
れ
ゆ
え
誰
に
も

属
す
る
ｌ
問
い
を
、
手
放
し
て
償
け
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
結
果
に
駕
い
た
．
し
か
し
、
心
底
撒
い
た
わ
け

で
も
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
こ
と
を
心
の
ど
こ
か
で
知
っ
て

い
た
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
森
林
の
木
街
が
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
く
の

を
、
農
地
が
雨
水
に
浸
食
さ
れ
、
後
に
乾
い
た
溝
だ
け
が
残
さ
れ
る

の
を
、
そ
し
て
川
が
汚
泥
で
茶
色
く
濁
っ
て
い
る
の
を
、
こ
の
目
で

見
て
き
た
の
だ
か
ら
。
（
中
略
）
研
究
グ
ル
ー
プ
の
な
か
か
ら
、
世

界
は
「
限
界
を
超
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が

出
た
時
、
誰
も
反
論
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
。
（
．
ｗ
頁
）
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持
続
可
能
な
社
会
と
は
「
将
来
の
世
代
が
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
た
め
の
能
力
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
現
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
み
た

す
」
社
会
で
あ
る
。
（
三
二
四
頁
）

’

､
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Ｉ
ｉ
Ｉ
１

プ
の
中
の
嵐
と
い
う
位
置
づ
け
を
出
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
見
田
の
差
し
だ
し
て
い
る
「
成
長
の
限
界
」
の
論
理

へ
の
問
い
は
、
こ
の
ゲ
ー
ム
規
則
の
根
幹
に
ふ
れ
て
い
る
。
「
成
長
の

限
界
」
の
論
理
は
、
地
球
は
い
つ
か
限
界
に
達
す
る
。
こ
れ
に
備
え
なすべ

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
リ
ー
ア
ル
な
「
当

し為
」
の
論
理
、
あ
る
い
は
禁
欲
的
な
塗
裁
壷
で
、
人
は
「
生
き
生
き
と
」

生
き
て
い
け
る
の
か
。
見
田
は
そ
う
問
う
か
ら
で
あ
る
。

「
成
長
の
限
界
」
の
論
理
が
提
言
す
る
「
持
続
的
成
長
」
と
は
、
次
の

よ
う
な
考
え
方
で
あ
る
。

「
持
続
可
能
性
」
に
つ
い
て
、
第
三
版
の
『
成
長
の
限
界
人
類
の
選

択
』
の
著
者
た
ち
は
、
そ
れ
が
第
一
版
の
刊
行
時
に
は
ま
だ
現
れ
て
お

ら
ず
、
第
一
版
で
は
「
均
衡
」
と
い
う
概
念
で
い
い
あ
て
よ
う
と
し
た

も
の
が
「
持
続
可
能
性
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、
「
持
続
可
能
な
社
会
と
は
、
世
代
を
超
え
て
持
続
で
き
る
社
会
で

あ
る
。
そ
の
社
会
を
維
持
し
て
い
る
物
理
的
・
社
会
的
シ
ス
テ
ム
を
損

な
わ
な
い
だ
け
の
先
見
性
と
柔
軟
性
、
知
恵
を
備
え
た
社
会
で
あ
る
」

と
の
定
義
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
の
核
心
を
伝
え
る

の
は
、
続
け
て
彼
ら
が
紹
介
す
る
、
八
七
年
に
と
の
概
念
を
創
出
し
た

ブ
ル
ン
ト
ラ
イ
ト
委
員
会
（
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
）
の
手

に
な
る
、

ム
の
一
部
を
賑
わ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
本
質
的
に
、
コ
ツ

ぅ
よ
う
な
ス
・
ハ
ン
で
。
そ
し
て
現
に
そ
の
過
程
は
は
じ
ま
っ
て
い
る
、

と
い
う
の
が
こ
れ
に
続
き
、
第
一
一
版
が
新
た
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る

「
限
界
超
過
（
○
ぐ
§
彦
○
○
芹
）
」
と
い
う
新
概
念
の
意
味
な
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
体
感
も
、
米
国
で
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
掘
削
技
術
が
発
明
さ

れ
、
お
金
は
か
か
る
が
石
油
姿
源
の
枯
渇
が
数
百
年
の
び
た
と
聞
け
ば

安
心
こ
そ
す
る
も
の
の
、
こ
れ
で
『
成
長
の
限
界
』
の
論
理
が
無
効
に

な
っ
た
な
ど
と
結
論
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ほ
ど
遠
い
。
「
わ
れ
わ
れ
は
こ

の
こ
と
を
心
の
ど
こ
か
で
知
っ
て
い
た
の
だ
」
と
い
う
『
成
長
の
限

い
う
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
限
界
を
す
ぎ
た
（
ｏ
ぐ
の
ｇ
ｏ
目
）
と
い
う
が
、

わ
れ
わ
れ
は
現
に
元
気
に
生
き
て
い
る
で
は
な
い
か
、
何
も
起
こ
っ
て

い
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
体
感
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
一
つ
に
は
「
限
界
」
と
い
う
こ
と

に
対
す
る
理
解
の
違
い
で
あ
り
、
も
う
一
つ
に
は
同
じ
論
理
内
で
の
色

調
の
違
い
で
あ
る
。
『
成
長
の
限
界
』
の
著
者
た
ち
の
考
え
で
は
、
限

界
を
超
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
私
た
ち
は
す
ぐ
に
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い

し
、
目
に
見
え
る
形
で
す
ぐ
に
何
か
が
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
日

で
倍
増
す
る
睡
蓮
を
浮
か
べ
た
池
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
が
三
○
日
で

一
杯
に
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
半
分
を
占
め
る
ま
で
は
、
ま
だ

刈
ら
な
く
と
も
よ
い
だ
ろ
う
と
判
断
す
る
と
す
る
。
す
る
と
睡
蓮
の
成

長
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
何
日
目
に
私
た
ち
は
そ
の
「
限
界
」
に
気
づ
く

こ
と
に
な
る
か
。
一
一
九
日
目
だ
。
「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
池
を
救
う

の
に
一
日
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
」
。
こ
ん
な
た
と
え
話
を
『
成
長
の

限
界
』
第
一
版
の
著
者
た
ち
は
引
い
て
い
る
（
一
七
頁
）
。
死
の
過
程

は
、
最
後
は
劇
的
だ
が
、
そ
れ
ま
で
は
気
づ
か
れ
な
い
ほ
ど
の
緩
慢
さ

で
開
始
さ
れ
、
進
行
す
る
。
た
と
え
ば
一
○
○
年
か
ら
一
五
○
年
と
い

，
．
、
１
１
●
ｌ
Ｉ
ｐ
．
１
１
１
‐
ｌ
ｒ
Ｉ
・
‐
，
１
１
１
”
１
．
固
り
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
●
１
，
，
‐
０
．
１
１
１
；
‐
‐
‐
‐
Ⅲ
Ｉ
一
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と
い
う
「
印
象
深
い
言
葉
に
ま
と
め
」
ら
れ
た
定
義
の
ほ
う
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
未
来
に
や
っ
て
く
る
も
の
の
「
ニ
ー
ズ
（
必
要
）
」
を

満
た
す
こ
と
を
最
低
要
件
と
し
、
こ
れ
を
損
な
わ
な
い
と
い
う
条
件
の

も
と
で
い
ま
い
る
者
の
「
ニ
ー
ズ
（
必
要
）
」
を
満
た
す
こ
と
を
め
ざ

す
、
そ
う
い
う
成
長
の
提
言
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
成
長
の
限
界
」
の
二
○
○
四
年
の
提
言
で
、
私
が

先
に
一
九
七
二
年
の
『
成
長
の
限
界
』
の
冒
頭
に
示
さ
れ
た
人
間
観
に

指
摘
し
た
狭
さ
、
浅
さ
の
問
題
は
克
服
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

克
服
さ
れ
て
い
な
い
。
問
題
は
、
引
き
つ
が
れ
て
い
る
。

こ
の
「
持
続
可
能
性
」
の
定
義
を
読
ん
で
、
ほ
ん
と
う
に
そ
れ
で
よ

い
の
か
、
と
い
う
反
問
が
口
を
つ
い
て
出
る
の
は
、
そ
こ
に
、
あ
の

「
人
は
．
ハ
ン
の
み
に
て
生
く
る
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
人
の
生
き
る
こ
と

に
関
す
る
イ
エ
ス
の
言
葉
へ
の
応
答
が
、
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
か
と
い
う
問
い
が
、
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
も
し
そ
の
問
い
が
こ
こ
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
な
ら
、
定
義

は
ど
う
し
て
も
一
種
「
矛
盾
」
を
内
蔵
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
な
ぜ
そ
う
な
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
が
『
成
長
の
限
界
』
の
警
告

、
、
、
、
、

す
る
「
有
限
性
」
と
い
う
新
し
い
要
素
と
聖
書
が
述
べ
る
「
人
は
．
ハ
ン

、
、
、
＄
、
、
、
、

の
み
に
て
生
く
る
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
古
く
か
ら
あ
る
要
素
の
接
点
だ

か
ら
だ
。
人
は
．
ハ
ン
だ
け
で
生
き
る
の
で
は
な
い
。
幸
福
を
求
め
て
生

き
る
。
欲
望
と
歓
喜
を
も
っ
て
生
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
本
質
は
無

限
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
同
時
に
人
は
．
ハ
ン
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い

、
、
、
、
＄
、
１
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

け
な
い
。
そ
し
て
い
ま
や
「
パ
ン
」
は
有
限
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ

れ
が
『
成
長
の
限
界
』
が
新
し
く
も
た
ら
し
た
私
た
ち
の
未
来
の
基
本

し
か
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
成
長
の
限
界
」
の
警
告
は
こ
の
禁
欲
主

義
を
基
調
に
、
今
後
も
い
ま
の
形
で
生
き
続
け
る
だ
ろ
う
。
で
は
わ
れ

わ
れ
は
ど
う
す
べ
き
か
、
何
を
な
し
、
何
を
な
さ
ざ
る
べ
き
か
と
い
う

問
い
は
、
そ
れ
が
、
い
ま
か
、
し
ば
ら
く
先
の
こ
と
か
の
違
い
こ
そ
あ

れ
、
人
類
に
差
し
だ
さ
れ
た
第
一
級
の
「
課
題
」
と
し
て
有
効
で
あ
り

続
け
る
だ
ろ
う
。
で
も
こ
の
問
い
が
働
き
か
け
る
対
象
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
人
類
の
一
部
の
「
意
識
的
な
層
」
に
と
ど
ま
り
続
け
る
に
違
い

な
い
。
そ
れ
は
、
国
際
機
関
と
政
府
を
動
か
し
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

界
』
の
著
者
ら
の
一
一
言
葉
が
心
に
重
く
響
く
。
環
境
破
壊
が
進
行
し
、
天

候
異
変
が
続
き
、
日
本
で
い
え
ば
原
油
価
格
が
七
○
年
代
の
一
一
五
倍
に

も
な
っ
て
日
為
の
経
済
を
逼
迫
さ
せ
て
い
る
と
い
う
事
実
な
ど
を
前

に
、
各
論
と
し
て
は
『
成
長
の
限
界
』
の
著
者
た
ち
も
、
こ
れ
に
反
証

す
る
逆
の
例
を
い
く
つ
も
用
意
で
き
る
だ
ろ
う
く
ら
い
に
は
、
考
え
る

の
で
あ
る
。

批
判
者
た
ち
の
論
理
が
『
成
長
の
限
界
』
の
主
張
に
対
す
る
根
底
的

な
批
判
と
な
ら
な
い
の
は
、
そ
こ
で
の
議
論
の
前
提
が
『
成
長
の
限

界
』
の
論
理
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
な
の
は
、
考
え

方
の
前
提
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
駆
使
さ
れ
る
論
理
、
考
え
方
そ
れ

自
体
が
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
同
一
な
の
だ
。
そ
れ
ら

は
と
も
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
た
シ
ス
テ
ム
分
析
な
い
し
そ
れ
に

類
す
る
算
術
的
思
考
に
支
え
ら
れ
、
機
能
主
義
的
で
あ
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
処
方
菱
は
、
暗
色
系
の
単
一
の
禁
欲
主

義
に
染
め
上
げ
ら
れ
る
。
『
成
長
の
限
界
』
と
そ
れ
へ
の
反
論
は
、
こ

の
暗
色
系
に
対
す
る
明
度
の
反
乱
と
い
う
関
係
式
で
、
ほ
ぼ
説
明
が
可

能
な
の
で
あ
る
。



こ
れ
ら
の
基
礎
的
な
必
要
は
、
何
の
た
め
の
必
要
だ
ろ
う
か
ｏ
生

き
る
た
め
の
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
快
適
に
、
健
康
に
、
安
心

、
し
て
、
楽
し
く
、
歓
び
を
も
っ
て
、
生
き
る
た
め
の
必
要
で
あ
る
。
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見
田
は
、
こ
う
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
考
え
て
み
よ
う
。

知

え
る
だ
け
で
な
く
、
本
当
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
」
、
ニ

ー
ズ
（
必
要
）
を
満
た
す
だ
●
け
で
は
な
く
、
「
過
剰
や
余
分
を
消
饗
す

る
」
、
つ
ま
り
欲
望
を
生
き
る
と
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
自
由
」
の
魅
力

性
を
生
き
る
、
「
生
き
生
き
と
」
生
き
る
こ
と
の
底
に
は
、
欲
望
と
い

う
名
の
無
限
性
が
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
ど
う
無
限
性
を
有
限
性

の
器
に
盛
る
か
と
い
う
「
矛
盾
」
し
た
要
請
な
の
だ
。

こ
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
「
必
要
」
か
ら

「
欲
望
」
へ
と
歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
根
本
的
に
、
近
代

と
人
間
に
関
す
る
考
え
方
を
更
新
す
る
こ
と
を
、
求
め
ら
れ
る
は
ず
で

る
の
か
。
も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
理
由
は
、
ポ
ー
ド
リ
ャ
ー

ル
が
い
う
よ
う
に
、
．
「
個
人
に
せ
よ
社
会
に
せ
よ
、
た
だ
生
き
な
が
ら

あ
る
。見
田
は
、
右
の
課
題
に
ふ
れ
、
バ
タ
イ
ュ
が
ポ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
と
は

異
な
る
考
え
方
に
立
つ
〈
消
費
〉
の
〈
至
高
の
生
〉
の
説
明
と
し
て
、

「
た
と
え
ば
そ
れ
は
、
ご
く
単
純
に
あ
る
春
の
朝
、
貧
相
な
街
の
通
り

の
光
景
を
不
思
議
に
一
変
さ
せ
る
太
陽
の
燦
然
た
る
輝
き
に
ほ
か
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
例
を
引
い
て
い
る
。
「
生
き
生
き

と
」
生
き
る
と
は
．
ハ
タ
イ
ュ
が
い
う
よ
う
に
、
む
し
ろ
あ
る
春
の
朝
、

貧
相
な
街
の
通
り
で
、
こ
う
し
た
「
太
陽
の
燦
然
た
る
輝
き
」
を
浴
び

る
こ
と
で
も
あ
る
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
物
質
的
な
過
剰
消

豊
を
意
味
し
な
い
。
ポ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
い
う
よ
う
な
物
資
の
購
買
と

消
費
（
８
画
の
。
ヨ
ョ
畠
。
ｐ
）
の
概
念
は
、
バ
タ
イ
ュ
の
い
う
原
的
な
消
尽

（
８
国
の
冒
昌
○
国
）
の
概
念
と
は
異
な
る
。
似
て
非
な
る
も
の
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
バ
タ
イ
ユ
と
は
「
対
極
的
な
資
質
を
も
つ
思
想
家
で

里

構
図
な
の
だ
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
地
球
の
有
限
性
と
向
き
あ
っ
て
い
る

の
は
、
人
間
の
「
必
要
」
で
は
な
い
。
「
欲
望
」
で
あ
る
。
見
田
は
述

べ
て
い
る
。

生
き
る
こ
と
が
一
切
の
価
値
の
基
礎
と
し
て
疑
わ
れ
る
こ
と
が
な

い
の
は
、
つ
ま
り
「
必
要
」
と
い
う
こ
と
が
、
原
的
な
第
一
義
と
し

て
設
定
さ
れ
て
疑
わ
れ
る
と
と
が
な
い
の
は
、
一
般
に
生
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
ど
ん
な
生
で
も
、
最
も
単
純
な
歓
び
の
源
泉
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
語
ら
れ
ず
、
意
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
な
く
て

見
田
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
要
請
に
応
え
よ
う
と
す
れ

ば
、
禁
欲
の
道
で
は
な
く
欲
望
の
道
を
通
っ
て
進
む
こ
と
が
、
よ
り
深

い
応
答
な
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
、
見
田
の
考
え
を

追
わ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
見
田
の
考
え
方
に
立
て
ば
、
先
の
「
印
象
深

ど
持
続
可
能
性
の
定
義
は
、
こ
う
い
い
か
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、

パ
タ
イ
ュ
は
、
こ
の
単
純
な
至
福
と
い
う
経
験
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の

地
に
、
禁
欲
の
道
を
と
お
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
反
対
の
道
を

と
お
し
て
到
達
し
て
い
る
。
歓
び
の
追
求
と
い
う
こ
と
を
と
お
し

、
、
、

て
、
た
だ
し
ほ
ん
と
う
に
不
羅
の
仕
方
で
、
ど
ん
な
流
通
す
る
観
念

に
も
拘
束
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
仕
方
で
追
求
す
る
こ
と
を
と
お
し
て

到
り
着
い
て
い
る
。
（
一
六
八
頁
）

「
必
要
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
ふ
つ
う
、
最
も
原
的
な
も
の
で
あ

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
必
要
」
と
し
て
一
般
に
社
会
理
論

で
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
第
一
に
典
型
的
に
は
食
料
、
そ
れ
か

ら
、
衣
料
と
住
居
、
衛
生
的
な
上
下
水
道
、
基
礎
的
な
医
薬
品
、
普

通
教
育
の
た
め
の
施
設
や
学
用
品
、
等
炎
で
あ
る
。
「
ゆ
た
か
な
社

会
」
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
電
話
や
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
も
「
必

要
」
の
項
目
と
な
る
。

必
要
の
底
に
は
欲
望
と
歓
喜
が
あ
る
。
そ
し
て
欲
望
と
歓
喜
の
本
質

は
、
無
限
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
球
の
有
限
性
は
、
人
間
の
「
必

要
」
に
訴
え
る
。
し
か
し
、
見
田
が
こ
の
く
だ
り
に
続
け
て
い
う
よ
う

に
、
「
必
要
は
功
利
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
つ
ま
り
手
段
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
」
に
す
ぎ
な
い
。
人
を
動
か
し
、
「
必
要
」
に
意
味
を
与
え
て
い

る
の
は
、
こ
こ
で
見
田
が
正
当
に
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
欲
望
」

と
「
歓
喜
」
の
ほ
う
な
の
で
あ
る
ｏ

だ
か
ら
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
有
限
性
の
世
界
の
中
で
、
人
の
無
限
・

性
は
ど
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
、
「
折
り
合
い
を

つ
け
ら
れ
な
い
」
種
類
の
問
い
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
「
矛
盾
」
が
あ

…
蝋

あ
る
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
」
の
「
自
立
共
生
的
（
ｎ
ｏ
２
劃
巴
）
」
と
い

う
概
念
を
ひ
い
て
、
見
田
は
、
こ
の
矛
盾
の
克
服
の
み
ち
す
じ
は
、
ィ

ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
に
よ
っ
て
よ
り
論
理
的
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
を
よ
り
深
く
実
現
す
る
の
は
イ
リ
イ
チ
の
道
で
は
な
く
む
し
ろ
こ
の

バ
タ
イ
ュ
の
道
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
他
に
依
存
せ
ず
、
他
を

搾
取
し
な
い
「
自
立
共
生
的
」
な
生
き
方
を
獲
得
す
る
こ
と
で
わ
れ
わ

れ
は
い
ま
よ
り
も
幸
福
に
な
る
の
だ
と
い
う
洞
察
を
わ
か
ち
も
つ
こ
と

が
こ
の
矛
盾
問
題
に
答
え
る
唯
一
の
方
法
に
な
る
。
こ
う
述
べ
な
が
ら

も
彼
は
、
な
お
こ
の
イ
リ
イ
チ
の
「
歓
び
に
充
ち
た
節
制
と
解
放
す
る

禁
欲
」
の
道
と
パ
タ
イ
ュ
の
道
は
、
違
っ
て
い
る
と
い
う
。
二
人
は
違

う
。
な
ぜ
な
ら
、
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も
、
た
だ
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
笑
う
こ
と
、
好
き
な
異
性
と
い
つ
５３

し
ょ
に
い
る
こ
と
、
子
供
た
ち
の
顔
を
み
る
こ
と
、
朝
の
大
気
の
中

２

を
歩
く
こ
と
、
陽
光
や
風
に
身
体
を
さ
ら
す
こ
と
、
こ
う
い
う
単
純

な
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
微
粒
子
た
ち
の
中
に
、
ど
ん
な
生
活
水
準
の
生

も
、
生
で
な
い
も
の
の
内
に
は
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
歓
び
を
感

受
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
歓
喜
が
な
い
な

ら
、
生
き
る
こ
と
が
死
ぬ
こ
と
よ
り
も
よ
い
と
い
う
根
拠
は
な
く
な

る
。

ど
ん
な
不
幸
な
人
間
も
、
ど
ん
な
幸
福
を
味
わ
い
つ
く
し
た
人
間

も
、
な
お
一
般
に
は
生
き
る
こ
と
へ
の
欲
望
を
失
う
と
と
が
な
い
の

は
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
基
底
倍
音
の
ご
と
き
歓
び
の
生
地
を
失
っ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
の
期
待
を
失
っ
て
い
な
い
か

、
、
、
、
、

ら
で
あ
る
。
歓
喜
と
欲
望
は
、
必
要
よ
り
も
、
本
原
的
な
も
の
で
あ

る
。
（
一
四
○
～
一
四
二
頁
）

Ｉ



持
続
可
能
な
社
会
と
は
「
将
来
の
世
代
が
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

、
＄

す
た
め
の
能
力
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
現
世
代
の
欲
望
を
み
た
す
」

、
、
、
、
、
、

こ
と
を
め
ざ
す
社
会
で
あ
る
。

《

FＩ
３ｌ

Ｎ

９
『
現
代
社
会
の
理
論
』
へ
の
不
満
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し
か
し
、
こ
の
見
事
な
達
成
に
、
何
の
不
満
も
な
か
っ
た
と
い
え
ば

嘘
に
な
る
。

そ
こ
で
「
有
限
性
」
は
、
「
地
球
の
有
限
性
」
と
語
ら
れ
、
賓
源
、

環
境
、
食
糧
（
人
口
）
、
そ
し
て
南
北
格
差
、
あ
る
い
は
北
の
内
部
の

貧
困
問
題
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
の
は
、
情
報
化

／
消
費
化
社
会
の
「
自
己
準
拠
系
」
つ
ま
り
、
「
自
分
で
自
分
を
支
え

望
を
否
定
せ
ず
、
ま
た
成
長
を
減
速
さ
せ
ず
に
、
有
限
性
の
課
題
に
応

え
ら
れ
る
か
。
そ
れ
が
い
ま
差
し
だ
さ
れ
て
い
る
問
い
に
深
く
答
え
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

パ
ス
は
減
速
で
き
な
い
。
一
方
、
資
源
も
環
境
も
明
ら
か
な
限
界
を

も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
可
能
な
こ
と
は
本
来
無
限
の
可
能
性
を
も
ち
、

可
塑
的
で
あ
る
人
間
の
欲
望
と
歓
喜
の
質
を
、
よ
り
前
方
に
進
化
さ
せ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
ど
う
す
る
か
。
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
か
。
先
に
一
瞥
し
た
見
田
の
模
索
を
こ
う
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
う
い
う
問
い
に
答
え
よ
う
と
し
つ
つ
、
見
田
は
、
『
成

長
の
限
界
』
の
最
新
版
が
「
持
続
的
成
長
」
と
呼
ぶ
も
の
が
「
ゆ
た
か

な
社
会
」
と
「
成
長
の
限
界
」
を
足
し
て
二
で
割
っ
た
「
中
庸
」
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
、
「
ニ
ー
ズ
」
だ
け
で
す
む
話

で
は
な
い
こ
と
、
そ
こ
に
あ
る
「
矛
盾
」
を
直
視
す
る
こ
と
だ
け
が
そ

れ
を
「
克
服
」
す
る
道
に
踏
み
出
す
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
本

の
最
後
に
、
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
、
「
矛
盾
」
を
内
蔵
す
る
形
に
、
書
き
変
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

九
四
年
に
公
開
さ
れ
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
、
キ
ア
ヌ
・
リ
ー
ブ
ス

を
主
演
に
ヤ
ン
・
デ
・
ボ
ン
監
督
が
作
っ
た
『
ス
ピ
ー
ド
』
と
い
う
パ

ニ
ッ
ク
映
画
が
あ
る
。
舞
台
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
。
あ
る
朝
、
学
童
を
乗

せ
た
パ
ス
に
時
速
五
○
マ
イ
ル
（
約
八
○
キ
ロ
）
を
切
る
と
爆
発
す
る

よ
う
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
爆
弾
が
仕
掛
け
ら
れ
る
。
バ
ス
は
止
ま
る
こ
と

が
で
き
ず
、
身
代
金
を
支
払
う
ま
で
走
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
は
地
震
が
起
こ
る
と
か
、
ビ
ル
火
災
が
起
こ
る
と
か
、
豪
華

客
船
が
沈
没
す
る
と
か
、
つ
ま
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
利
か
な
く
な
る
と

ｌ
車
で
言
え
ば
プ
レ
‐
キ
が
利
か
な
く
な
る
と
ｌ
暴
走
が
始
ま

り
、
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
。
こ
こ
で
は
逆
に
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

と
、
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ
る
。
そ
こ
が
こ
の
映
画
の
新
し
さ
で
あ
る
。

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
い
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ど
う
欲

、

持
続
可
能
な
社
会
と
は
「
将
来
の
世
代
が
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

、
、

す
た
め
の
能
力
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
現
世
代
の
欲
望
を
み
た
す
」

、
１
、
、
、
、
、
、
、
、
Ⅲ
、
、
、
１
、
、
、
、
１

社
会
で
あ
り
、
そ
う
い
う
矛
盾
の
克
服
を
め
ざ
す
わ
れ
わ
れ
の
目
標

、
、
、

で
あ
る
。

あ
る
い
は
、

■
３
．
、
■
９
－
即
”
０
０
Ⅱ
２

口
辱
０
⑪
辱
母
■
ぬ
〃
ｚ
●
■
『
１
１
９
９
１
口
、
■
■
＆
庫
則
り
●
巳
や
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ぅ
い
う
条
件
の
も
と
、
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

設
定
の
う
ち
に
あ
る
絶
対
的
な
「
矛
盾
」
が
、
見
田
が
先
の
全
体
理
論

か
ら
取
り
だ
し
た
課
題
の
本
質
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら
れ
な
い
」
理
由
は
、
そ
の
と

き
か
ら
だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
。
先
に
は
、
こ
の
理
由
は
、
「
北
」

の
人
間
が
全
員
、
心
を
入
れ
替
え
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
実
践
を
行
っ
た
と

し
て
も
、
「
北
」
の
人
間
に
と
っ
て
は
ほ
ど
よ
い
成
長
へ
と
戻
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
世
界
全
体
の
生
産
の
成
長
水
準
を
押
し
下
げ

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
「
南
」
の
人
間
を
飢
餓
へ
と
追
い
や
る
、

そ
の
た
め
「
ブ
レ
ー
キ
は
か
け
ら
れ
な
い
」
と
そ
う
、
考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
い
ま
の
理
由
は
、
も
う
少
し
深
い
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
の
と
は
違
う
、
別
の
仕
方
で
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
有

限
性
の
器
に
無
限
性
を
厳
る
と
い
う
「
矛
盾
」
し
た
課
題
を
克
服
す
る

ｉ
，
ｉ
・
ｌ
ｊ
．
ｉ
‐
１
１
鋼
§
｜

る
」
と
こ
ろ
の
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
の
内
部
空
間
で
あ
る
。
「
地
球
の
有

限
性
」
と
「
南
北
格
差
」
は
あ
く
ま
で
外
部
の
問
題
と
し
て
現
れ
、
そ

の
結
果
、
こ
の
問
題
が
「
北
」
の
社
会
に
と
っ
て
外
在
的
な
ま
ま
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
私
に
は
も
ど
か
し
く
も
あ
れ
ば
ま
た
、

不
満
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

私
に
は
こ
う
思
わ
れ
た
。

「
北
」
の
消
費
社
会
の
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
無
限
性
に
、
「
地
球
の
有

限
性
」
が
外
か
ら
迫
っ
て
く
る
だ
け
な
ら
、
「
北
」
に
住
む
人
間
の
う

ち
、
こ
う
し
た
問
題
に
意
識
的
な
人
間
は
、
そ
う
だ
、
こ
う
し
て
は
い

ら
れ
な
い
、
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
多
く
の
人
び
と
は
無
関
心

の
ま
ま
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
「
成
長
の
限
界
」
の
論
理
の
限
界
を
超

え
て
、
そ
の
核
心
の
「
矛
盾
」
に
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
と
は
い
え
、
こ

こ
に
い
わ
れ
る
「
有
限
性
」
が
外
部
存
在
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
し
か
し
こ
れ
は
外
か
ら
、
あ
な
た
も
意
識
的
に
な
る
べ
き
だ
と
要

求
、
啓
蒙
す
る
こ
と
で
克
服
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
ら
で
は
な
い
。
ま

た
要
求
さ
れ
、
「
啓
蒙
」
さ
れ
て
、
人
が
そ
う
思
う
よ
う
な
こ
と
が
ら

で
も
な
い
。
人
を
動
か
す
の
は
「
欲
望
と
恐
怖
」
だ
と
『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ

サ
ン
』
の
ホ
ッ
ブ
ズ
は
い
っ
て
い
る
が
、
人
は
、
自
分
の
暮
ら
し
に
困

難
が
及
ん
だ
と
き
は
じ
め
て
、
こ
れ
を
除
こ
う
と
立
ち
上
が
ろ
う
と
す

る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
動
か
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
う
場
所
で
、
私
は
極
め
て
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
こ

の
ホ
ッ
ブ
ズ
の
人
間
理
解
に
信
を
お
く
。
そ
こ
か
ら
い
え
ば
、
人
は
何

を
理
由
に
社
会
を
変
え
よ
う
と
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
の
肯
定
的
で
能

動
的
な
側
面
、
つ
ま
り
「
欲
望
」
に
関
し
て
は
し
っ
か
り
と
踏
み
込
ん

で
い
る
見
田
が
、
そ
の
否
定
的
で
受
動
的
な
側
面
、
「
恐
怖
」
に
関
し

実
は
、
こ
の
新
し
い
．
ハ
ニ
ッ
ク
の
形
は
日
本
で
発
明
さ
れ
て
い
る
。

高
度
成
長
期
を
へ
た
七
五
年
に
佐
藤
純
弥
監
督
の
制
作
し
た
『
新
幹
線

大
爆
破
』
と
い
う
映
画
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
新
幹
線
が
時
速

八
○
キ
ロ
を
切
る
と
、
爆
破
す
る
ゾ
と
テ
ロ
リ
ス
ト
が
国
を
脅
迫
し
、

身
代
金
を
要
求
す
る
。

こ
う
し
た
事
実
を
念
頭
に
、
一
度
私
は
、
こ
の
本
で
見
田
が
新
し
く

示
す
こ
と
に
な
っ
た
問
い
の
形
を
『
ス
ピ
ー
ド
』
的
問
題
椛
成
と
し
て

語
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
「
二
つ
の
視
野
の
統
合
ｌ
見
田
宗
介
鼠
代
社
会

の
理
論
』
を
手
が
か
り
に
」
一
九
九
八
年
）
。
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
れ
ば
バ
ス

（
Ⅱ
成
長
社
会
）
は
減
速
す
る
。
し
か
し
減
速
す
る
と
爆
発
す
る
た
め

「
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら
れ
な
い
」
（
Ⅱ
禁
欲
的
社
会
に
一
戻
れ
な
い
）
。
そ
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凸
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IＦ て
は
あ
ま
り
踏
み
込
ん
で
い
な
い
こ
と
が
、
私
に
は
不
満
だ
っ
た
の
で

あ
る
。見
田
の
い
う
よ
う
に
限
界
が
、
外
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
限
り
、

「
北
」
の
多
く
の
人
間
は
、
実
際
に
困
難
が
生
じ
る
ま
で
は
、
な
に
、

何
と
か
な
る
だ
ろ
う
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は
「
消
費
社
会
、
情
報
化
社

会
」
は
安
泰
だ
ろ
う
、
と
思
う
。
ま
た
、
「
南
」
の
こ
と
や
、
自
分
が

死
ん
だ
後
の
こ
と
ま
で
は
構
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
自
分
の
明
日
の
こ
と

を
考
え
る
の
で
精
一
杯
だ
と
い
う
人
も
、
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
断
っ
て
お
け
ば
、
私
は
、
こ
の
よ
う
な
、
「
私
利
私
欲
」
と

も
い
わ
れ
る
よ
う
な
欲
望
の
原
初
的
あ
り
か
た
、
あ
の
ホ
ッ
ブ
ズ
の
徒

に
は
権
利
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
間
に
と
っ
て
、
ど
ん
な

場
合
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
大
事
な
属
性
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
属
性
と
い
う
よ
り
、
人
間
の
本
質
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
が
あ
っ
た
た
め
に
、
世
界
史
的
に
い
え
ば
、
中
世
の
秩
序
が
崩
れ
、

近
代
が
は
じ
ま
っ
た
。
「
欲
望
」
の
関
係
性
起
原
を
唱
え
た
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
思
想
も
、
こ
の
欲
望
の
原
初
的
単
一
性
を
、
ま
だ
十
分
に
は
解
体

で
き
て
は
い
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
も
し
こ
こ
に
、
こ
の
よ
う
な

理
念
的
な
「
私
利
私
欲
」
の
徒
を
設
定
し
、
「
北
」
の
世
界
に
投
げ
込

め
ば
、
彼
は
、
オ
レ
に
は
「
地
球
」
も
「
南
」
も
関
係
が
な
い
と
、

’
そ
う
、
あ
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
地
下
生
活
人
の
よ
う
に
、

「
お
い
し
い
お
茶
」
が
飲
め
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
だ
、
と
も
Ｉ
附
く

か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
こ
の
「
私
利
私
欲
」
の
徒
を
も
っ
て

し
て
な
お
、
あ
あ
、
そ
れ
な
ら
問
題
だ
、
う
か
う
か
し
て
は
い
ら
れ
な

い
、
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
理
路
で
示
さ
れ
る
の
で
な
け

れ
ば
、
こ
の
見
田
の
課
題
も
、
普
遍
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
有
限
性
は
、
「
北
」
の
消
費
社
会
の
た
だ
な
か
、
産

業
賓
本
主
義
の
内
奥
か
ら
出
て
く
る
の
で
な
け
れ
ば
、
弱
い
。
「
北
」

の
社
会
に
内
在
的
な
、
そ
う
い
う
有
限
性
で
な
け
れ
ば
、
説
得
的
で
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
話
を
本
論
の
本
来
の
ラ
イ
ン
に
戻
せ
ば
、
こ
の
不
満
が
あ

っ
た
の
で
、
今
回
の
原
発
事
故
は
、
私
を
こ
の
見
田
の
考
え
方
に
も
う

一
度
連
れ
戻
す
働
き
を
も
っ
た
。

私
は
、
三
・
二
の
事
故
を
へ
て
、
保
険
打
ち
切
り
な
ど
を
見
聞
す

る
う
ち
、
こ
れ
が
産
業
事
故
と
し
て
、
あ
る
限
界
を
超
え
て
い
る
の
で

、
、
、
、

は
な
い
か
と
思
っ
た
。
こ
こ
に
「
地
球
の
有
限
性
」
な
ら
ぬ
産
業
貸
本

、
、
、
、
、
、
、
、

シ
ス
テ
ム
の
有
限
性
が
、
見
田
の
指
摘
し
な
か
っ
た
よ
う
な
間
隙
を
縫

っ
て
、
露
出
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
は
「
有
限
性
」
が
消
豊
化

、
、
、
、

社
会
の
無
限
空
間
の
内
側
か
ら
来
て
い
る
。

保
険
が
き
か
な
い
。
そ
う
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後

に
見
田
の
い
う
「
闇
の
巨
大
」
と
は
異
質
の
、
産
業
施
設
の
「
リ
ス
ク

の
巨
大
」
と
予
測
不
可
能
性
と
い
う
問
題
が
控
え
て
い
る
。
だ
と
す
れ

ば
た
と
え
資
源
が
大
丈
夫
で
も
、
環
境
が
大
丈
夫
で
も
、
現
在
の
産
業

シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
立
ち
ゆ
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る

の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
私
は
、
有
限
性
が
「
リ
ス
ク
」
と
な
っ
て
産

業
シ
ス
テ
ム
の
屋
根
を
破
り
、
家
屋
の
内
側
か
ら
顔
を
ヌ
ッ
と
突
き
出

す
の
を
、
見
た
の
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）
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